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主な成果

目 的

研 究 計 画

研 究 方 法

• 急速圧縮装置で圧力波の挙動解析を行い、生成メカニズム
検証および圧力波抑制コンセプト構築を行う

• 急速圧縮装置による実験および数値解析により圧力波抑制
コンセプトの検証を行う

超急速圧縮装置（SRCM）を用いた
ノック発生メカニズム解明とノック抑制コンセプト創出

ノック発生メカニズム
解明のためのデータ
蓄積および希薄混合
気のノック条件特定
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• 圧力波生成メカニズムの解明
• 乱流と着火反応の相互作用の解明

• ノックフリー燃焼実現手法の提案
• 圧力波抑制コンセプトの実施・検証

今年度の取組

• 圧力波の詳細な挙動解析
• 乱流場一般に使用可能な圧力波生成
モデルの作成
• 乱れによるノック抑制効果の詳細解析
• 各条件における反応モデルとの比較検証

RCM試験装置と
計測系の開発・構築
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希薄予混合気の
ノック強度に関す
るパラメトリックスタ
ディおよびモデル
作成
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圧力波発生モデルを作り、反応モデルによる化学種生成予測と合わせて、ノック抑制コンセプトを検証する

超急速圧縮装置（SRCM）

未燃ガスの自発点火に伴う圧力波生成メカニズム検証
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ノック予測モデルの検
証および結果フィード
バック

・Bradley理論[3-5]

圧縮時間5ms（世界最短）

実機における圧縮・燃焼行程を模擬

筒内全域可視化

S5R反応モデルの精度検証

ta：圧力波が自発点火点から
d 進行するまでの期間

ρ：気体の密度

dV/dt：体積の時間変化率

ua：自発点火伝播速度

σ：既燃ガスに対する
未燃ガスの密度比

R：ガス定数

dT/dr：温度の空間勾配

dτi/dT：自発点火遅れ時間の
温度依存性
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SRCMの圧力履歴

SIP1βの圧力履歴

τ1：第一誘導期間 τ2：第二誘導期間 τi：自発点火遅れ時間

P1 , T1

P1 , T1

P1 ： 圧縮端圧力 T1 ： 圧縮端温度

φ = 0.5では、τ1は実験値と

反応モデルの傾向は概ね
一致したが、 τ2は低温側で

実験値と反応モデルに
大きくズレが生じた

冷炎が発生する温度域、特に
低温側で実験値と反応モデル
でτiにズレが生じている

φ = 0.5、 φ = 1.0ともに、冷炎が

発生する温度域、特に低温側で
より詳細な検証が必要である
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